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体のフルニトラゼパムを投与し，満足すべき結果を

得たので，概要を報告した。

　対象は，13才から73才までの26名，33症例で，入

院16症例，外来17症例である。投与方法は，フルニ

トラゼパム1A（2mg）を生理食塩水にて10cc溶液

し，至適鎮静度を確認しながら，ゆっくり注入した。

平均投与量は0．017mg／kgであったが，個体差が

著しかった。投与後は，収縮期圧17％，拡張期圧

11．6％の低下が見られたが，以後回復時まで有意な

変化は認められず，心疾患々者に対しても安全であっ

た。しかし，呼吸は抑制傾向となるため，注意が必

要である。帰宅許可時間は平均172分であり，帰宅後

の異常も無かったが，帰宅時は，同伴者が必要であ

る。翌日のアンケート結果から，健忘効果は強力で，

ほとんどの症例で，同様の鎮静法を次回治療時に希

望していた。

　以上のことから，フルニトラゼパムによる静脈内

鎮静法は，臨床上，有用な方法と考えられた。
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維投射を受けているかを組織学的に調べたところ，

HRP陽性細胞は後内腹側核（VPM）固有部内但1榔，

後核群（PO），髄板内核群などに認められたので，

これらの核内で歯髄駆動細胞を検索した。VPM固

有部内側部ではF－type，髄板内核群の外側中心核

（CL）ではS－typeに似た放電様式を示すものが記録

された。しかし，POではSIで認められないtype

の細胞が検出された。morphine（1．5mg／kg，腹

腔投与）はF－typeの応答には全く影響を与えなかっ

たが，S－typeの応答を完全に抑制した。その抑制効

果はnaloxone（0．2mg／kg，腹腔投与）によって

拮抗された。

　以上の結果から，SIで記録されるF－typeの歯髄

駆動細胞はVPMを経由して来た情報を受け，刺激

部位や刺激強度の弁別に役立っており，一方，S－type

のものはmorphine　sensitiveな髄板内核群を経由

した歯髄情報を受け，意識レベルの調節に寄与して

いる事が想定される。

演題8．大脳皮質第一体性感覚領（SI）で記録される

　　　　歯髄駆動細胞の性質と機能について

○松本　範雄，後藤　秀機寧，佐藤　　匡，

　鈴木　　隆

岩手医科大学歯学部口腔生理学講座

岩手医科大学医学部生理学第一講座＊

演題9．口中包帯（SI－3906）の臨床使用

○清水　隆公，今村　伸一，摂待　友宏，

　高山　　透，伊保内健司，熊谷　敦史，

　鎌田　英史，横藤　英夫，中林　良行，

　菅原　教修，松丸健三郎，上野　和之

岩手医科大学歯学部保存学第二講座

　ネコの大脳皮質第一体性感覚領（SI）の口腔投射

野には歯髄の電気刺激に応じる細胞（歯髄駆動細胞）

が密に分布している。これらの細胞は応答様式から

短潜時のF－，長潜時のS－，F－typeの応答にafter－

dischargeを伴うFa－typeの3種に分類されてい

る。この内，出現頻度が高い前2者の生理学的性質

を笑気・ハロセン混合ガスで麻酔したネコを用いて

single　unit法で調査した。

　それぞれのtypeの歯髄駆動細胞に入力する平均歯

牙数はFl1．58±0．05（n＝93），S：4．76±0．39（n＝

21）であった。これらの細胞の放電様式は刺激強度

を増しても変化しなかった。各type　5個の細胞につ

いて刺激の強さ一応答関係を調べたところ，F－type

の細胞は刺激強度に比例してその放電頻度は徐々に

増加したが，S－typeの細胞はすぐに最大値に達した。

また，F－typeの閾値（5．5±1．8V）はS－typeのも

の（18、6±3．9V）に比較して低い傾向にあった。

HRP法によって口腔投射野が視床のどの核から線

　歯肉や粘膜に生じる病変には，しばしば疹痛を伴

なうものがある。これら病変に対する処置としては，

一般に鎮痛剤の投与や，軟膏剤の局所貼薬が行われ

ているが，必ずしも満足のいく結果は得られていな

い。この度，これら口腔領域に生ずる病変に対して，

とくに刺激性要因を物理的に遮断することによって

痔痛を緩和する方策として，サンスター株式会社か

ら，口中包帯という材料が開発された。我々は，大

阪歯科大学，昭和大学歯学部，愛知学院大学歯学部

の各歯周病学教室と共にその臨床例に対する適用効

果にっいての検索を試みているので，今回は我々の

教室における使用成績にっいて報告する。

　検索に用いた症例は，口内炎例，知覚過敏症例，

スケーリング処置例，歯周外科例，その他の損傷例

の計35症例である。

　口中包帯の平均付着時間は5時間強であり病変の

種類による差はとくに認められなかった。患者側，

術者側の両者の評価から，その有用性にっいて総合
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判定をした結果，全体の60％に相当する21症例にそ

の有用性が認められた。病変別にみると，とくに歯

頸部知覚過敏症の疾痛緩和に有用であった。また，

本剤の使用は薬剤との併用により，さらにその有用

性が増すという結果が得られた。

　今回の検索から，口中包帯は，口腔領域に生ずる

疾痛を伴なう病変の症状軽減，とくに外来刺激の遮

断という見地からは有効であるという結果が得られ

た。しかしながら，使用法や適用感などにっいては，

さらに改良の余地があるのではないかと思われ，今

後他大学の検索結果との比較を試みながら，検討を

進めたいと考えている。

演題10．お歯黒使用者の口腔内状態

○江連

　天日

　桂

　徹，神　達宏，池田政明

常光，田口　博康，斉藤　設雄

啓文，鈴木　哲男琴

岩手医科大学歯学部歯科理工学講座

雫石町開業＊

　現在，お歯黒をしている人を見る機会などは皆無

に等しい。実際，明治時代に発令された禁止令によ

り次第に消失していった。しかし，歯科医学的見地

に立ってみると，お歯黒をしていた人に離蝕が少な

いのは昔より言われてきた事であり，近年，その主

成分であるタンニンに注目した山賀らはH－Y剤を

考案し，現在それは臨床に広く浸透している。演者

らは今でも実際にお歯黒をしている女性を知り，今

回，口腔内を診査する機会を得たので，その概要を

報告する。

　症例は93歳の女性。既往歴，家族歴ともに特記事

項なし。全身状態良好。歯科治療の経験は有り，ア

レルギー等はない。また，お歯黒は18歳で嫁いで以

来塗布を続けており今年で75年になる。

　口腔外所見：特記事項なし。

　口腔内所見：1）歯牙所見…残存歯は培の26本

で，うち匪は残根状態であるが，他の歯牙には鯖

蝕は認められなかった。また，右側臼歯部に著明な

咬耗が認められ，全歯にわたり軽度の動揺が認めら

れた。

2）軟組織所見…粘膜には異常を認あなかった。歯

肉状態は軽々度の歯周炎に罹患しており，平に顕

著な歯肉退縮が認められた。

3）X線所見…全体として若干骨吸収が見られる。
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特に」遠心部に著明な吸収が認められる。

　93歳という高齢にもかかわらず，これだけの口腔

内状態を呈するのは，もちろんこの方の口腔清掃，

環境体質が関与しているが，やはりお歯黒（タン

ニン酸第二鉄）による蠕蝕予防剤としての役割に起

因する事が大であり，今後，調査研究を続けていく

必要があると思われる。

演題11．顎機能異常者の心身医学的特性に関する検

　　　　討一エゴグラムを中心として一

○本田富美子，土門　宏樹菊地　　賢

　高瀬　真二，川田　　毅，佐藤　修子

　高橋　欣也，三善　　潤，沖野　憲司

　深沢太賀男，森岡　範之，石橋　寛二

岩手医科大学歯学部歯科補綴学第二講座

　顎機能異常とは，顎関節や咀噌筋などの機能障害

により生ずる病態をさす。顎機能異常の症状として

は，顎口腔系の痔痛，下顎の運動障害，運動時の関

節雑音などがあげられる。この様な顎機能異常の発

症には，咬合異常が直接的または間接的に関与して

いる場合も多く，咬合状態を改善することによって

症状が軽快することが知られている。一方，本症罹

患者と接していると健常者とは明らかに異なった性

格特性を有していると感じられることが少なくない。

　顎機能異常者の心身医学的特性にっいては，各種

の心理テストを用いて，従来より神経症の傾向の有

無，社会適応性を中心とした性格特性，不安傾向の

有無，抑うっ状態などとの関連性が報告されている。

そこで今回私達は心理療法の手段として広く用いら

れている心理テストの一っ，エゴグラムを用いて，

顎機能異常者の心身医学的特性を検討した。また，

スプリントの治療効果との関連性にっいても併せて

検討したので報告した。対象は過去4年5ヵ月の間

に当科を受診し顎機能異常と診断され，かっ各種心

理テストを施行した患者40名で，そのうち男性は7

名，女性は33名であった。顎機能異常者に施行した

各種の心理テストのうち今回はエゴグラムのみを検

討した。比較のたあの健常者群は顎機能異常の既往

のない本学学生（男性49名，女性32名，計81名）と

した。その結果，次のような結論が得られた。

1．顎機能異常者群のエゴグラムはAを頂点とする

山型で特異的なプロフィールは認められなかった。

しかし健常者群と比較してFCが有意に低かった。


